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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
図書館司書へのインタビュー
　「平成２４年度教育予算要望」のとりまとめに関わり、第２２回連携会議で提起した、双葉小・南線小の２校の図書館司書に学校図書館の現状と課題についてインタビューしてきました。以下の報告はインタビュアーである連携事務局長のメモにもとづきご本人の口述筆記風にアレンジしたものなので、その点ご了承ください。
７月１３日　双葉小学校（2010年度から配置）
１．書籍の充実度に関して

　統合の時約６００冊の図書を購入しましたが、全体では8,000冊に少し届いていません。この数は文部科学省が１９９３年５月に定めた「学校図書館図書標準」に少し足りませんが、蔵書の全てが利用できるわけではないので、図書館協会の除籍基準に基づき現在の蔵書数まで整理をしました。古くなったものや日焼けした本がある書架は魅力が減り、借りる人が少なくなる傾向があります。

２．図書室の利用度に関して

[image: image1.jpg]o
e

<




　図書室に常時職員がいると利用者が増えるというのはよく知られていることです。双葉小学校ではこれまでの朝・昼休みに加えて放課後開館時も司書が常駐するようになり、そのことも利用の増加につながりました。図書委員の児童だけの場合、低学年が入りにくい雰囲気があったように思います。
　それと、貸出期間を１週間に短縮し、本の回転を早めました。それに伴い、「返却スリップ」（事務局注：スリップというのは、売っている本に挟まっている紙のしおりみたいのを言うそうです。立ち読みのときにじゃまですよね!?）を渡すようにしました（写真）。この返却スリップがほしくて本を借りに来る子も多くなったようです。そして、何よりも担任の促しが多くなったこと～掃除時間の待機場所として図書室を利用するなど～そしてそこに司書がいることが大きいと思います。

３．図書室環境に関して

　統合に伴い、４０人が一斉に座れるだけの椅子も整備され、床にボルト打ち込み式の書架も整備され耐震対策も施されています。

４．図書管理システムについて

　図書管理システムについては、市民図書館時代から使っており不満はありません。市民図書館と連携を取りやすいし、今のシステムは書誌データが充実していると思います。

５．これからの学校図書館について

　資料費が不足しており、調べ学習への対応をもっと充実させたいと思います。最近はパソコンでの調べ学習も増えていますが、低学年はまだパソコンは無理ですし、ネット情報は情報の裏付けがまだしっかりしていません。本の暖かみは電子書籍では得られないと思います。それと、定番の「文学」書が少ないのも課題です。また、寄贈図書の続刊を揃えたいと思います。

６．その他

　学校図書館の地域開放については、学校図書館としての子どもへのサービスがまだ確立していないことから、個人的には十分な議論をしてもらいたいと思います。

７月１４日　南線小学校（今年４月から配置）
１．書籍の充実度に関して

　現在の蔵書は約9,000冊で、この度の予算で約800冊購入しました。図書標準が12,000冊ですし、老朽化したものも多く、これから廃棄しなければならないので、学校規模の割に蔵書は少ないと感じています。そのため、今は貸出数を１冊に制限しています。学級文庫は、システム導入以前の本で対応されていますが、これもシステム管理下の本で揃え利用していきたいと考えています
２．図書室の利用度に関して

　貸出数は昨年に比べ、４月以降月を追うごとに増加しています。図書委員や保護者ボランティアによる読み聞かせ活動も功を奏していますが、司書が常駐することで、貸出時の混雑を緩和することができて、貸出手続きがスムーズになったことも一因と思います。
３．図書室環境に関して

　（南線小の図書室は「低学年」「高学年」の２部屋に分かれていますが、）校舎の構造上止むを得ないのですが、一つの大きな部屋の方が、子どもが本を探すうえでも理想的だと思います。高学年の部屋は可動式の仕切りドアがついているのですが、隣の部屋がパソコン教室のため、部屋の大きさを変えることができません。　

４．図書管理システムについて

　現在は「情報ボックス」を使っていますが、書誌データが不足していると感じます。今後市民図書館とリンクすると、今はインターネット経由で検索している市民図書館の蔵書が、双葉小学校とともにリアルタイムで検索でき、子どもと一緒に検索することなどもできるでしょう。見たい本は、市民図書館の巡回車が届けてくれます。

５．これからの学校図書館について

　南線小学校については、やはり本が古く、日焼けや老朽化が目立ち、辞典の一新なども必要です。今後入れ替え作業を行う予定ですが、その際書架については、採光に対し平行に設置するべき（日焼けを防ぐため）ですが、今は採光に対して垂直に置かれており、改善したいと思います。また、書架を置くスペースとしての壁が有効利用されていないこと、例えば低学年部屋の読み聞かせスペース（ステージ状の台が設置されている）など、もっと本を置くスペースがほしいです。それに、イーゼルやブックエンドなどの小物が、運営のためには欠かせません。
　学校図書館の地域開放については、個人的には一つの理想形と思いますが、学校という枠組みでとらえると整理しなければならない課題があまりにも多いとおもいます。

司書のみなさん、お忙しいところありがとうございます。

　最後に、北広島の西部小学校が、「北広島市図書館の分室」となっている実例を紹介していただいたことを報告します。資料をいただいたのですが、そのまま掲載すると、著作権に触れるかもしれないので、別の機会とします。



























